
  
 

 

      
        

夏 

新型コロナウイルス感染症の感染予防対策の観点から、プール遊びは

今年の夏も控えました。 

園舎 2 階のテラスや園庭で、水遊びや泥んこ遊び、フィンガーペイン

ティング、氷遊び、泡遊びなどをたっぷりと楽しみました。 

熱中症対策として、ミストシャワーやスプリンクラーを使い、全身を 

濡らして遊べるようにしました。 

牛乳パックや製氷皿で作った氷を使って遊びました。 

冷たい感触を楽しんだり、 

溶けて小さくなっていったり、形が変わってくるなどの

変化にも気付いていました。 

年齢に関わらず、みんなが楽しめる遊びでした。 

氷を作る時に、海の生き物のフィギ

ュアやきれいなボタンビーズなどを

入れて凍らせたものも人気でした。

中に入っているものをどうやったら

取り出せるか、叩いてみたり、水をか

けたり、指でかきだそうとしたり・・・ 

夢中になっていました。 

食紅で色をつけた水を凍らせると、きれいな色がついている氷ができます。 

溶けると色水になり、コップに入れてジュースに見立てて遊ぶ姿も見られました。 

かき氷機で氷をかいて、食紅や絵の具で作った色水をシロップに見立て、かき氷屋さんも 

しました。 

手動のかき氷機のハンドルを自分で回し、お皿にかき氷ができていくのを見て、目をキラキラと

させていた子どもたち。「どの味にしようかな？」「いちご味にしよう！」などと話しながら、色

水のシロップをかけ、見るからにおいしそうなかき氷が完成していました。 

 



                      園舎 2 階のテラスの床に、チョークで絵を描い

て遊びました。 

紙に描くのと違って、どんなに大きく描いても 

はみ出る事がないので、大胆に描くことを楽し

めました。 

日頃、絵を描く事が苦手な子どもも、なぜか 

描きたくなるようです。 

長い長い線路を描いて、その上を歩いたり電車

になって走るのも楽しみました。 

描いた後は、水を流してスポンジでこすって

消しました。 

消すことも遊びになる子どもたちです。 



                    
 

ビニールを敷いた机の上や段ボール、模造紙、自分の体・・・ 

いろいろなところに直接手で塗りたくって遊びました。 

 

乳児クラス（0.1.2 歳児）の子どもたちは、初めは恐る恐る手を 

出していましたが、少しずつ慣れてくると、大胆に塗りたくって

遊び始めました。手に絵の具をつけては水が入っているたらいの

所に行き、洗い流して、きれいになった自分の手をじっと見つめ、

また絵の具をつけて・・・と繰り返している子どももいました。 

 

子どもたちが直接手で触れても大丈夫なように安全性の

高い原材料を使って作られた絵の具を使っています。 

ぽってりとした独特の感触で、触っているだけでも 

気持ちがよく、楽しいです。 



  
    
                

固形石鹸をおろし金ですりおろし、粉状にしたものをたらいの中

に入れ、40 度くらいのお湯をたらいの底に少したまる程度に入

れ、手でかき混ぜていくと どんどん泡ができていきます。 

乳児クラスの子どもたちは泡の感触を楽しみ、幼児クラスになる

と洗濯ごっこなどイメージを持って遊んでいました。 

大人と一緒にかき混ぜていると 

どんどん泡ができていきます。 

おもしろいなあ・・・！ 

と、せっせと手を動かす子どもたちです。 

泡の中に手を入れると自分の手が見えなくなり、 

「あれ？ないねえ。」 

泡から手を出して「あった！」とうれしそうに 

繰り返していました。 

泡を手に付けて、ひたすら感触を楽しんで 

いました。 

手についた泡をフーッと吹いて飛ばしたり、

手をブンブンと振ると泡があちこちに飛ぶ

のも とても楽しかったです。 



             
洗濯ごっこも楽しかったよ！   体中泡だらけ！！ 

泡を触っていると、お風呂を思い出すのか 

腕・・・足・・・体・・・！ 

泡を自分の体に塗り始めると 

楽しくて止まらなくなりました！ 

大人も子どもも 

みーんな 

泡だらけ！！ 

部屋にある遊び用の大きな布やスカート 

などを泡がたくさん入っているタライに 

入れて洗濯ごっこもしました。 

泡の中でごしごしと洗った後は 

水の中に入れてゆすぎました。 

泡が取れていく様子が楽しくて 

夢中になっていました！ 

 

この後は、職員にしぼってもらい 

干すところまで楽しみました。 


